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あ
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
に
向
け
て

　

二
〇
一
一
年
の
年
頭
に
あ
た
り
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
一
世
紀
の
最
初
の
一
〇
年
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

な
ど
米
国
発
で
世
界
が
混
乱
し
た
一
〇
年
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
日
本
で

も
米
国
発
の
新
自
由
主
義
が
社
会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
破
壊
し
、
格

差
と
貧
困
を
拡
大
し
ま
し
た
。

　

次
の
一
〇
年
は
こ
の
破
壊
と
混
乱
の
あ
と
に
、
持
続
可
能
な
二
一
世
紀

の
新
し
い
仕
組
み
を
つ
く
る
一
〇
年
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
『
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
』　

昨
年
末
に
連
合
が
掲
げ
た
社
会

ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。
言
い
か
え
れ
ば
「
働
く
こ
と
を
通
じ
て
支
え
合
う
希
望

と
安
心
の
社
会
」
と
い
っ
た
意
味
で
す
。

　

働
く
こ
と
が
社
会
を
支
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
働
く
こ
と
が
大
切
に
さ

れ
る
社
会
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
働
く
場
を
確
保
し
、
ま
と
も
な
働

き
方
を
求
め
て
行
動
す
る
労
働
組
合
は
社
会
に
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
す
。

私
た
ち
は
自
信
を
持
っ
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

今
年
の
春
季
生
活
闘
争
の
目
標
は
「
復
元
・
格
差
是
正
」
で
す
。
一
九

九
七
年
以
降
減
り
続
け
た
日
本
の
労
働
者
の
賃
金
を
「
復
元
」
す
る
と
と

も
に
、
年
収
二
〇
〇
万
円
以
下
の
低
賃
金
層
の
底
上
げ
を
は
か
る
「
格
差

是
正
」
が
重
要
で
す
。
問
題
は
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
実
現
す
る
か
で
す
が
、

連
合
は
「
共
闘
の
強
化
」
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
産
別
や
企
業
を
超
え
て

「
最
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
労
働
者
の
処
遇
改
善
」
の
た
め
に
力
を
合
わ

せ
る
こ
と
を
全
体
で
確
認
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
地
域
の
声

な
き
声
を
集
め
て
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
地
域

で
顔
の
見
え
る
運
動
を
つ
く
っ
て
行
き
ま
す
。

　

政
権
交
代
か
ら
一
年
以
上
経
ち
ま
し
た
が
、
国
民
の
期
待
に
応
え
る
成

果
は
見
え
て
い
ま
せ
ん
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
及
び
そ
の
工
程
表
を
再
整
理
し

て
国
民
に
し
っ
か
り
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

四
月
に
は
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
民
主
党
政
権
の
も
う
一
つ

の
看
板
「
地
域
主
権
」
を
実
現
す
る
に
は
地
方
政
治
の
機
能
強
化
が
必
要

で
す
。
連
合
推
薦
候
補
者
に
皆
様
の
熱
い
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

組
合
員
・
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

連
合
新
潟
会
長

江  

花  

和  

郎

2011年度　主要活動予定

１月
労福協新春名刺交換会（５日）
第１回地協代表者会議（22日）
第３回執行委員会（26日）

２月

第47回地方委員会（２日）
労働相談ダイヤル担当者研修会（５日）
北陸ブロック女性会議（20～21日）（女性）
地協青年代表者研修会（青年）
2011春季生活闘争学習会（青年）
第４回執行委員会（23日）

３月

第２回地協代表者会議（５日）
にいがたユニオン第17回定期総会（６日）
連合国際女性デー第19回にいがた集会（12日）
 （女性）
第５回執行委員会（拡大闘争委員会）（26日）
2011春季生活闘争・中小総決起集会（26日）

４月 第６回執行委員会（20日）
第82回新潟県中央メーデー（29日）

５月 第３回地協代表者会議（21日）
第７回執行委員会（25日）

６月

第22回女性集会（11日）（女性）
第８回執行委員会（15日）
第48回地方委員会（22日）
平和行動 in 沖縄（23～24日）
連合北陸ブロック青年組織代表者・担当者会議

７月 第４回地協代表者会議（２日）
第９回執行委員会（20日）

８月
平和行動 in 広島（４～６日）
平和行動 in 長崎（７～９日）
第10回執行委員会（24日）

９月

第16回構成組織・第20回地協女性代表者会議
 （10日）（女性）
平和行動 in 根室（10～12日）
第21回新潟県勤労者駅伝大会
第11回執行委員会（16～17日）
第５回地協代表者会議（17日）
女性労働問題懇談会（女性）
青年委員会学習・レクイベント

10月 第12回執行委員会（12日）
青年委員会・女性委員会合同研修会

11月
第21回定期大会（２日）
第23回女性委員会総会（26日）
第23回青年委員会総会

土曜労働相談会（毎月第２土曜日開催）

・（女性）－女性委員会
・（青年）－青年委員会

第47回  地方委員会

と　き　２月２日（水）13：30～
ところ　新潟市・新潟東映ホテル

労働相談ダイヤル担当者学習会
と　き　２月５日（土）
　　　　10：30～15：30（予定）
ところ　新潟市・勤労福祉会館２階

連合柏崎地協二役が交代
　連合柏崎地協の佐藤和典議長と相澤宗一事務局長が
「第17回統一地方選挙」に挑戦するため辞任し、新たに
次の二人が選出されました。
　　　（新 議 長）　西巻　淳一（ＪＡＭ新潟）
　　　（新事務局長）　土田　貴宏（日教組）
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52（平日9:00～17:00）

人なつっこいダチョウと触れ合う
「鹿瀬のダチョウ牧場」

　津川駅から鹿瀬駅に向かう途中にピンクの大きな看板、
奥には元気に走り回るダチョウが15羽。羽の色が黒いのが
オス、灰色なのがメスです。餌やりも自由です。

　専用の餌は100円で購入して、餌を与える専門のゲイジ
が有ります。入園は無料です。園内に生えている草も与え
られます。
　ダチョウと言えば卵・肉・観賞どれが良いですか？
　ダチョウは昭和63年に沖縄で110羽が飼育されたのが始
まりで、平成16年頃には2,000～2,500羽が食用にされました。
肉の特徴としては、臭みがなくあっさりしています。
　卵は１個約1,500ｇで鶏の約25個分で価格は１個4,000円
～5,000円です。「鹿瀬のダチョウ牧場」は観賞用です。
　家族連れで遊びに来てください。
□住　所　新潟県東蒲原郡阿賀町向鹿瀬71
□ＴＥＬ　0254-92-2383（管理）
　　　　　090-4004-4952
□営業時間　９時～17時（平日は要確認）
□定休日　水曜　　　　□駐車場　15台
□アクセス　磐越道津川ＩＣから車約５分
　　　　　　ＪＲ鹿瀬駅から車約２分、津川駅から車約２分
□料金　入場無料
　　　※営業日は、変更の場合がありますので、電話でお確かめの上
　　　　お出かけください。

賃
金
の
復
元
・
格
差
是
正
で
、

 

働
く
者
の
雇
用
と
生
活
を
守
っ
て
い
こ
う
！　

 

二
〇
一
一
春
季
生
活
闘
争
ス
タ
ー
ト　
　
　

　

連
合
本
部
の
春
季
生
活
闘
争

方
針
の
確
認
と
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

の
情
報
交
換
を
目
的
に
、
一
二

月
九
日
〜
一
〇
日
春
季
生
活
闘

争
推
進
会
議
が
福
井
県
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

連
合
本
部
・
須
田
労
働
条
件

局
長
よ
り
、「
各
組
織
は
必
ず

要
求
を
提
出
し
、
何
ら
か
の
配

分
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
方
針
策
定
の
前
提
条
件

と
し
て
こ
れ
を
各
構
成
組
織
で

確
認
し
た
」
と
報
告
が
あ
り
、

そ
の
後
現
状
認
識
と
し
て
、
失

わ
れ
た
二
〇
年
の
間
、
そ
れ
ぞ

れ
の
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

各
セ
ク
タ
ー
や
個
別
労
使
の
対

応
に
間
違
い
は
無
か
っ
た
か
も

知
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
部
分
最

適
で
あ
り
、
全
体
最
適
に
は
つ

な
が
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

現
在
の
深
刻
な
状
況
に
つ
な
が

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の

問
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

　

 

全
労
働
者
を
対
象
に
適
正
な

配
分
と
処
遇
改
善
を

　

労
働
者
の
賃
金
は
、
ピ
ー
ク

時
（
一
九
九
七
年
）
と
比
較
し

五
〜
七
％
低
下
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
一
春
季
生
活
闘
争
で
は
、

賃
金
の
復
元
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
も
、
低
下
し
た
原

因
の
一
つ
で
あ
る
株
主
等
に
偏

っ
た
配
分
を
元
に
戻
し
、
可
処

分
所
得
を
増
加
さ
せ
、
内
需
を

喚
起
し
好
循
環
の
社
会
を
つ
く

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

な
お
、
一
％
目
安
と
し
た
要

求
の
組
立
に
つ
い
て
は
、
取
り

組
み
の
柱
に
そ
の
数
字
は
記
載

し
た
も
の
の
、
賃
金
改
善
要
求

に
は
、
そ
の
数
値
は
記
載
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
数
値

を
書
き
込
む
と
純
ベ
ア
と
し
て

賃
上
げ
を
求
め
る
方
針
と
な
る

こ
と
か
ら
、
各
産
別
・
単
組
が

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
て
要

求
が
組
立
ら
れ
る
よ
う
配
慮
を

し
た
も
の
で
す
。
具
体

的
に
は
、
一
時
金
・
企

業
内
最
低
賃
金
、
初
任

給
、
各
種
手
当
の
引
上

げ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
観

点
か
ら
要
求
組
立
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

但
し
、
中
小
共
闘
方
針
で
は
、

月
例
賃
金
に
こ
だ
わ
っ
た
取
り

組
み
を
展
開
す
る
と
の
方
針
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
 

パ
ー
ト
共
闘
・
非
正
規
共
闘

を
設
置

　

今
年
か
ら
新
た
に
立
ち
上
げ

た
非
正
規
共
闘
は
、
既
存
の
共

闘
会
議
の
中
に
あ
る
非
正
規
に

対
す
る
取
り
組
み
に
対
し
、
横

串
を
差
す
こ
と
を
目
的
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
次
闘
争
で
は
、
労
働
者
支

援
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ツ
ー
ル
に

よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
の
推
進
や
、
全

国
一
斉
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
の
実
施
、

ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
の
展
開
、
毎
月
の

街
宣
活
動
、
職
場
か
ら
始
め
よ

う
運
動
の
実
施
な
ど
、
連
合
本

部
、
構
成
組
織
が
連
携
し
五
〜

六
月
に
実
施
す
る
組
織
拡
大
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
ま
で
の
期
間
を
処

遇
改
善
と
組
織
化
を
一
体
の
も

の
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
具
体
的
取
り
組
み

　

春
季
生
活
闘
争
で
は
、
賃
金

引
上
げ
だ
け
で
な
く
、ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
や
、
ワ
ー
ク

ル
ー
ル
の
整
備
に
関
す
る
こ
と

な
ど
、
様
々
な
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

は
実
現
で
き
る
！

　

一
二
月
一
八
日
連
合
新
潟
男

女
平
等
委
員
会
は
万
代
シ
テ
ィ

で
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
推
進
・
実
現
を
求
め
る
街

頭
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
女
性

委
員
会
役
員
の
協
力
も
得
て
、

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
器
材

を
配
布
し
ま
し
た
。

　

三
年
前
の
こ
の
日
に
「
仕
事

と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
憲
章
」
と

「
行
動
指
針
」
が
政
労
使
で
策

定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
世

論
喚
起
す
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

渡
辺
副
事
務
局
長
は
「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
働
き
方
、

豊
か
に
生
活
で
き
る
だ
け
の
賃

金
、
そ
し
て
時
間
的
配
分
を
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
安

定
・
安
心
し
て
働
け
る
雇
用
環

境
や
、
県
最
低
賃
金
六
八
一
円

は
早
期
に
一
〇
〇
〇
円
以
上
に

引
き
上
げ
、
豊
か
に
生
活
で
き

る
賃
金
と
、
総
実
労
働
時
間
を

短
縮
し
て
誰
も
が
社
会
的
責
任

を
果
た
せ
る
働
き
方
。
そ
れ
が

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

で
す
。」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
新
潟
県
を
豊
か
に

働
き
暮
ら
せ
る
日
本
一
の
県
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

賃
金
カ
ー
ブ
プ
ラ
ス

 

二
五
〇
〇
円
以
上
を
要
求

　

連
合
新
潟
の
第
一
回
労
働
条

件
委
員
会
が
一
二
月
一
七
日
開

催
さ
れ
、
二
〇
一
一
春
季
生
活

闘
争
方
針
（
案
）
を
中
心
に
論

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
潟
県
を
取
り
巻
く
情
勢
の

報
告
や
連
合
本
部
方
針
を
確
認

し
た
後
、
二
〇
一
一
春
季
生
活

闘
争
は
、
す
べ
て
の
労
働
組
合

が
何
ら
か
の
要
求
を
起
こ
し
、

闘
争
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
の
認
識
で
、
本
部

方
針
に
沿
っ
た
要
求
と
す
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
小
に
お
い
て
は
、

月
例
賃
金
に
こ
だ
わ
っ
た
要
求

が
大
切
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
賃

金
カ
ー
ブ
維
持
分
に
加
え
、
賃

金
改
善
分
と
し
て
、
一
％
を
目

安
に
要
求
を
盛
り
込
む
こ
と
が

本
部
方
針
に
示
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
連
合
新
潟
と
し
て
は
、
各

労
働
組
合
の
報
告
に
よ
り
算
出

さ
れ
た
、
地
域
ミ
ニ
マ
ム
運
動

結
果
の
平
均
賃
金
の
約
一
％
に

あ
た
る
二
五
〇
〇
円
以
上
の

賃
金
改
善
を
求
め
る
内
容
を

併
記
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

労
働
条
件
や
、
非
正
規
労
働

者
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、

連
合
本
部
方
針
を
も
と
に
連
合

新
潟
と
し
て
の
重
要
項
目
を
選

定
し
、
各
構
成
組
織
か
ら
の
取

り
組
み
結
果
を
共
有
化
す
る
と

共
に
、
記
者
説
明
会
な
ど
を
通

じ
て
、
広
く
未
組
織
労
働
者
へ

波
及
す
る
運
動
を
め
ざ
し
て
い

く
こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
の
二
〇
一
一
春
季

生
活
闘
争
方
針
は
、
一
月
の
執

行
委
員
会
で
最
終
論
議
を
行
っ

た
後
、
二
月
の
第
四
七
回
地
方

委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

ス
ト
ッ
プ
！
不
当
な

解
雇
・
賃
金
カ
ッ
ト
年末一斉労働
相談ダイヤル

　

年
末
を
控
え
て
解
雇
、
賃
金

カ
ッ
ト
等
労
働
ト
ラ
ブ
ル
が
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
離
職
者

の
就
労
・
生
活
支
援
に
関
わ
る

各
種
制
度
、
支
援
団
体
等
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
一
二
月
六
、
七

日
全
国
一
斉
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

二
日
間
で
四
〇
件
、「
上
司

の
ミ
ス
を
押
し
つ
け
ら
れ
解
雇

に
な
っ
た
」、「
深
夜
ま
で
残
業

し
て
も
、
試
用
期
間
中
は
残
業

代
は
な
い
と
い
わ
れ
た
」、「
求

人
票
の
労
働
条
件
と
違
う
」
な

ど
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
周
り
に
働
き
方
で

困
っ
た
方
が
い
た
ら
〇
一
二
〇

－

一
五
四

－

〇
五
二
（
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル

－

い
こ
う
よ

－

れ
ん

ご
う
に
）
を
紹
介
し
て
下
さ
い
。

第4回労基法クイズ正解発表
　記念機関紙第４号「労働基準法クイズに正解して、豪華賞品
を当てよう！」のコーナーでは、94人の応募を頂きました。
応募頂いた皆さんありがとうございました。
第１問と第２問の正解は以下のようになっています。
　第１問正解者は、53人（正解率56.4％）第２問の正解者は
84人（正解率89.4％）第１問と第２問両方の正解者は47人（正
解率50.0％）でした。
　正解者の中から抽選で１名の方にNICE TRIP（JTB旅行券）
30,000円分をお送りしました。
　また、応募者全員の中から、抽選で10名の方に粗品をプレ
ゼントさせていただきました。
　記念機関紙では、第１号から第４号まで労働基準法クイズを
行い、延べ362人の方から参加を頂きました。応募された皆さ
ん大変ありがとうございました。
　また、クイズに参加の皆さんには、連合新潟メールマガジン
の読者登録も頂きました。これからもよろしくお願い致します。

問題１．答え　①．認められる
　労基法でいう管理職は、自分で労働時間の管理ができ、出退
社が本人の判断にゆだねられているものをいい、非常に範囲が
狭い。管理職手当が残業に値するものであったとしても、超え
る分は請求できる。社内の管理職＝労基法上の管理職ではあり
ません。

問題２．答え　②．許されない
　有給休暇の日数の範囲で、時期を特定すれば生ずる権利であ
って、目的を必要としていない。連合新潟の労働相談にも多く
寄せられる相談のひとつです。


